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１．計画概要と設計方針

（１）計画概要
現在の図書館（築上町文化会館（コマーレ）内の築上町図書館）は、面積不足等の問題から、利便性があまり

よくありませんでした。本事業で整備する新しい図書館は、これらの問題を解決するとともに、子どもや子育

て世代を中心とした幅広い世代が集えるスペース、集中して学習・読書ができるスペースなど適切なゾーニン

グを行うことで、より多くの人が集う築上町の文化交流拠点を目指します。

新しい図書館では、読書・学習・情報発信という従来の図書館機能だけでなく、カフェスペース、展示スペー

ス、芝生広場など併設することでより多くの方が利用できる図書館整備を目指します。

また、他の施設との連携拠点となり、様々な活動の活発化を図ります。

（２）基本理念と設計方針
築上町図書館は、個人の学ぶ権利や知る権利を保障し、資料・情報の収集、発信、交流するための地域と社会に開かれた場所であ

ること、子どもたちにとっては、本や紙芝居がたくさんあり、おはなし会などのイベントがあって、今までわからなかったことが

わかるようになる、楽しい場所であることを主要目標としています。

生涯学習の拠点、情報の拠点として、図書館でたくさんの本や人と出会い、郷土を知り、未来をつなぎ、子どもから大人まで心を

満たし想像力を豊かにする場所を実現するために築上町図書館の基本理念は下記のように示されています。

～～出出会会うう・・つつななががるる・・わわくくわわくくすするる～～

豊豊かかなな心心とと学学びびのの心心をを育育むむ、、くくつつろろぎぎのの図図書書館館

築上町図書館は、個人の学ぶ権利や知る権利を保障し、資料・情報の収集、発信、交

流するための地域と社会に開かれた場所であること、子どもたちにとっては、本や紙芝

居がたくさんあり、おはなし会などのイベントがあって、今までわからなかったことが

わかるようになる、楽しい場所であることを主要目標としてきました。

生涯学習の拠点、情報の拠点として、図書館でたくさんの本や人と出会い、郷土を知

り、未来をつなぎ、子どもから大人まで心を満たし想像力を豊かにする場所を実現する

ために築上町図書館の基本理念（将来像）を次のとおりとします。

築上町図書館の基本理念（将来像）を実現するため、３つの基本方針を定め、図書館

整備を進めます。

基基本本方方針針１１ たたくくささんんのの人人・・本本・・情情報報にに出出会会ええるる図図書書館館

基基本本方方針針２２ 世世代代をを超超ええたた居居場場所所づづくくりりとと他他のの施施設設等等とと連連携携・・交交流流ががででききるる誰誰ももがが利利

用用ししややすすいい図図書書館館

基基本本方方針針３３ 好好奇奇心心、、探探求求心心、、学学びびをを支支ええるる図図書書館館

出会う

たくさんの人・

本・情報

と出会える

つながる

世代を超えた居場所づ

くりと他の施設等との

連携・交流ができる誰

もが利用しやすい

わくわくする

好奇心、探求心、学びを

支える

４４ 基基本本理理念念（（将将来来像像））

５５ 基基本本方方針針

基本理念（将来像）

～～出出会会うう・・つつななががるる・・わわくくわわくくすするる～～

豊豊かかなな心心とと学学びびのの心心をを育育むむ、、くくつつろろぎぎのの図図書書館館

築上町図書館基本構想・基本計画より

また、築上町図書館の基本理念を実現するため、下記の３つの基本方針を定め、図書館整備を進めることが示されています。

～～出出会会うう・・つつななががるる・・わわくくわわくくすするる～～

豊豊かかなな心心とと学学びびのの心心をを育育むむ、、くくつつろろぎぎのの図図書書館館

築上町図書館は、個人の学ぶ権利や知る権利を保障し、資料・情報の収集、発信、交

流するための地域と社会に開かれた場所であること、子どもたちにとっては、本や紙芝

居がたくさんあり、おはなし会などのイベントがあって、今までわからなかったことが

わかるようになる、楽しい場所であることを主要目標としてきました。

生涯学習の拠点、情報の拠点として、図書館でたくさんの本や人と出会い、郷土を知

り、未来をつなぎ、子どもから大人まで心を満たし想像力を豊かにする場所を実現する

ために築上町図書館の基本理念（将来像）を次のとおりとします。

築上町図書館の基本理念（将来像）を実現するため、３つの基本方針を定め、図書館

整備を進めます。

基基本本方方針針１１ たたくくささんんのの人人・・本本・・情情報報にに出出会会ええるる図図書書館館

基基本本方方針針２２ 世世代代をを超超ええたた居居場場所所づづくくりりとと他他のの施施設設等等とと連連携携・・交交流流ががででききるる誰誰ももがが利利

用用ししややすすいい図図書書館館

基基本本方方針針３３ 好好奇奇心心、、探探求求心心、、学学びびをを支支ええるる図図書書館館

出会う

たくさんの人・

本・情報

と出会える

つながる

世代を超えた居場所づ

くりと他の施設等との

連携・交流ができる誰

もが利用しやすい

わくわくする

好奇心、探求心、学びを

支える

４４ 基基本本理理念念（（将将来来像像））

５５ 基基本本方方針針

基本理念（将来像）

～～出出会会うう・・つつななががるる・・わわくくわわくくすするる～～

豊豊かかなな心心とと学学びびのの心心をを育育むむ、、くくつつろろぎぎのの図図書書館館

築上町図書館基本構想・基本計画より

上記の基本方針をもとに設計方針として下記を掲げます。

■人々が集い出会う築上町の文化交流の中心
■築上町のあたらしいシンボルとなる施設づくり

■気軽に本に親しむ仕掛けづくりと学びの場

＜基本方針１＞たくさんの人・本・情報に出会える図書館

＜基本方針 2 ＞世代を超えた居場所づくりと他の施設等と連携・交流ができる誰もが利用しやすい図書館
■また訪れたくなる明快で利便性の高いゾーニングと諸室の配置

■訪れるどのような世代の人たちにもわかりやすい図書館
■居心地のよい明るく快適な読書環境

＜基本方針 3 ＞好奇心、探求心、学びを支える図書館

■多様な利用者需要への対応
■子どもたちの好奇心を刺激するわくわくを演出する内観デザイン

■地場産材や地域素材でつくる温かみのある空間

既存建物

改修外観のイメージ
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２．敷地概要

３．現況施設概要

・地名地番：福岡県築上町大字築城１０９６番地
・都市計画区域：準都市計画区域
・用途地域：指定なし
・防火地域：指定なし

・高度地区：指定なし
・地区計画：指定なし
・その他区域：なし
・道路：南西側道路　幅員 13.90m

・敷地面積：23,843.24㎡
・許容容積率：200%
・許容建蔽率：60%
・道路斜線制限：有　1.5

・隣地斜線制限：有　2.5
・北側斜線制限：指定なし
・外壁後退距離：指定なし
・日陰規制：指定なし

・建築面積：3,333.13㎡
・建蔽率：13.98%
・延床面積：4,478.67㎡
・容積率：16.68%

１．1　調査の経緯・目的
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１．2　敷地概要・計画概要

（１）敷地概要
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（２）現況施設の概要〈庁舎建物のみ〉
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（３）案内図 （4）ハザードマップ
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�１１．1　調査の経緯・目的　１．2　敷地概要・計画概要

・主要用途：庁舎
・建築面積：1,654.90㎡
・延床面積：2,848.17㎡

・最高高さ：16.88m
・階数：3 階
・構造：鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造

１．1　調査の経緯・目的 １．2　敷地概要・計画概要

（１）敷地概要

（２）現況施設の概要〈庁舎建物のみ〉

（３）案内図 （4）ハザードマップ

ハザードマップ(洪水)

築上町図書館
「コマーレ」内

１．1　調査の経緯・目的　１．2　敷地概要・計画概要
敷地案内図 ハザードマップ
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サービスカウンター

本の森

特設展示

くすくすカフェ

通路・様々な椅子やソファ

通路・様々な椅子やソファ

作業員詰所

授乳室

飲食エリア

こども検索機

読聞かせ室 新刊・雑誌・地域情報

こどもサービスカウンタースポンジプール滑り台

階段本棚

本のトンネルハンモック吊橋

子育て

趣味

多目的トイレ

ブックポスト

情報掲示板

給湯器

ベビーベッド

給湯スペース

自販機

自販機
親子トイレ
男性

掃除道具

親子トイレ
女性

本の森
エントランスホール

事務室

乳幼児等が靴を脱いで安心してくつろげるエリア

1 階平面図　S=1:200 ＠ A3

４．改修平面計画

南側奥の明るく暖かい落ち着いた読み聞かせ室

生活・趣味や育児など子育て世代のための書架エリア

移動図書館の搬入対応用の出入口

エントランスホール・児童エリアを見通すことができるサービスカウンター

フレキシブルな利用が可能な事務作業室

児童・親子で楽しみながら本と触れ合える『遊べる本棚』

軽飲食・物販を想定したカフェスペース
※詳細はテナント・運営内容により決定

こどもトイレブースを併設した親子トイレ

個別ブースを備えた余裕のある授乳室

常設・企画展示が可能な特設展示エリア

木の本棚に囲まれた読書スペース『本の森』

来館者がアクセスしやすい新刊・雑誌・地域情報コーナー

Ｎ

ゾーニング凡例

一般開架書架

児童・親子の本エリア

受付・事務エリア

共用エリア

学習・読書エリア

ＷＣ

閉架書架

倉庫・設備その他
※各階プランは基本設計段階のものであり今後の詳細設計の検討によって変更となる可能性があります

1階コンセプト：子ども・子育て世代を中心とした、幅広い世代の交流の生まれるスペース

くつろぎエリア

読書通帳

OPAC

自動貸出機
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大階段

サービスカウンター

集会・視聴覚室②

ボランティア活動
交流ルーム

学習室

学習室
サイレントエリア

絵画

事務所
集会・視聴覚室①

新聞観覧コーナー

一般開架書架

一般開架書架

絵画

談話エリア

冷蔵庫

更衣室

更衣室

休憩室

掃除道具

メディア

多目的トイレ

親子トイレ
男性 親子トイレ

女性

一般開架書架

事務室一般開架書架

学習・読書エリア

サイレントエリア

２階平面図　S=1:200 ＠ A3

ゾーニング凡例

一般開架書架

児童・親子の本エリア

受付・事務エリア

共用エリア

学習・読書エリア

ＷＣ

閉架書架

倉庫・設備その他

集中して読書・学習ができるサイレントエリア

集会・視聴覚室およびボランティア活動交流ルーム
※可動間仕切りを設けることで
　学習室利用や展示・イベント対応などに柔軟に対応可能

映像・音楽メディアの閲覧ブース

職員用休憩室・更衣室（男女）

開架書架に隣接して読書・学習ができるエリア

南に面した落ち着いた新聞閲覧コーナー

企画展示等に利用可能な共用エリア

Ｎ

庇下のバルコニーに面した談話エリア
※壁面に絵画展示および企画展示にも利用を想定

２階コンセプト：集中して学習できるエリア、研修等も可能な会議室を備えた
　　　　　　　　たくさんの本に出会い、静かに読書を楽しむスペース

OPAC

自動貸出機
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バルコニー

バルコニー

学習室
レンタルスペース

スペース①

スペース②

閉架書架屋外設備置場 多目的スペース

３階平面図　S=1:200 ＠ A3

ゾーニング凡例

一般開架書架

児童・親子の本エリア

受付・事務エリア

共用エリア

学習・読書エリア

ＷＣ

閉架書架

倉庫・設備その他

レンタルスペースと一体利用が可能なバルコニー

企画展示・各種イベントおよび会議や
コワーキングスペースなど多様な用途での利用を
想定した多目的スペース

Ｎ

レンタルスペースと一体利用が可能なバルコニー

約 46,000 冊の収蔵を想定した閉架書架

３階コンセプト：コワーキングスペースとしても利用可能な多目的スペース
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５．外観計画

（１）外装デザイン計画
既存建物の外観については、コスト低減への配慮から、外装の全面改修を避け、エントランスと大庇

下空間の主要アクセス軸線に外装改修範囲を限定することとします。前面道路および駐車場、主要ア

プローチからの視認性を高め、シンボル性の強い効果的なファサードへと改装します。

築城支所として長年町民に活用されてきた既存建物を、新しい町のシンボルとして再生するために、

樹木のような木ルーバーの外装を検討します。

（２）材料計画
木ルーバーには高耐久処理を施した京築ひのきと人工木を組み合わせて利用する事で、築上町らしさ

の表現と維持管理の両立を検討します。

来館者の目線に近い 1 階～ 2 階レベルまでの外装ルーバーを無垢材に、2 階より上階の外装ルーバー

に人工木（またはアルミルーバー）を検討することで、メンテナンス頻度および費用の削減を目指す

とともに、ルーバー材の劣化による遠方からの外観の経時変化を低減することにも配慮します。

※パースイメージは基本設計段階のものであり今後の詳細設計の検討によって変更となる可能性があります

南立面図 東立面図

人工木またはアルミルーバー人工木またはアルミルーバー

無垢材（京築ひのきを想定）無垢材（京築ひのきを想定）

西立面図

外装ルーバー検討の外観イメージパース 人工木ルーバー（左）と京築ヒノキ（右）
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サービスカウンター

本の森

特設展示

くすくすカフェ

通路・様々な椅子やソファ

通路・様々な椅子やソファ

作業員詰所

授乳室

飲食エリア

こども検索機

読聞かせ室 新刊・雑誌・地域情報

こどもサービスカウンタースポンジプール滑り台

階段本棚

本のトンネルハンモック吊橋

子育て

趣味

多目的トイレ

ブックポスト

情報掲示板

給湯器

ベビーベッド

給湯スペース

自販機

自販機
親子トイレ
男性

掃除道具

親子トイレ
女性

６．内観計画

木の階段木の階段

本の森本の森

憩いのエリア（飲食エリア）憩いのエリア（飲食エリア）

新刊・雑誌・地域情報コーナー新刊・雑誌・地域情報コーナー

本の森本の森

階段本棚階段本棚
読み聞かせ室読み聞かせ室

本のトンネル本のトンネル

アングルＡアングルＡ

アングルＢアングルＢ

キープラン

1F イメージパース　アングルＡ1F イメージパース　アングルＡ

1F イメージパース　アングルＢ1F イメージパース　アングルＢ

（１）デザイン
多様な世代の交流の場となる居心地のよい図書館を目指すべく、落ち着いた緩

やかな内装デザインとします。

こどものための遊びと本とのふれあいの空間として、活発な動きのある空間デ

ザインとします。

また、築上町らしい空間となるように、地場産材の京築ヒノキを用いた、豊か

な自然と地域の歴史を感じられる空間とします。

（２）内装材料
コストバランスを重視して、共用部では来館者の目や手に触れるエリアに限定

して無垢材や意匠性の高い素材を利用し、それ以外のエリアについてはコス

ト、機能に配慮した材料を使い分ける計画とします。

こどもの活動の空間となるため、安全性および耐久性に配慮した素材選びをお

こないます。

※パースイメージは基本設計段階のものであり今後の詳細設計の検討によって変更となる可能性があります
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大階段

サービスカウンター

集会・視聴覚室②

ボランティア活動
交流ルーム

学習室

学習室
サイレントエリア

絵画

事務所
集会・視聴覚室①

新聞観覧コーナー

一般開架書架

一般開架書架

絵画

談話エリア

冷蔵庫

更衣室

更衣室

休憩室

掃除道具

メディア

多目的トイレ

親子トイレ
男性 親子トイレ

女性

一般開架書架一般開架書架
廊下共用スペース廊下共用スペース

アングルＡアングルＡ

アングルＢアングルＢ

キープラン

２Fイメージパース　アングルＡ２Fイメージパース　アングルＡ

２Fイメージパース　アングルＢ２Fイメージパース　アングルＢ

学習・読書エリア学習・読書エリア

一般開架書架一般開架書架

サイレントエリアサイレントエリア

※パースイメージは基本設計段階のものであり今後の詳細設計の検討によって変更となる可能性があります

（１）デザイン
一般開架書架と学習エリアが 2 階フロアの主な用途となるため、整然と落ち

着いた雰囲気の空間デザインとします。

書架の書籍分類のサイン表示については、誰にでもわかりやすく視認性の高い

デザインとすることで、目的の本を探しやすいサイン計画とします。

（２）内装材料
静かな読書および学習スペースとして、床材をタイルカーペットにするなど、

静粛性を確保するための材料選定をします。

1 階と同様に、コストバランスを重視した、意匠性と機能性のバランスに配慮

した材料で仕上げます。
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７．構造計画

柱

梁

壁

床

数量
2250.25m²x200mm

数量
2086.99m²x200mm

数量
9672.41m²x200mm

数量
6246.32m²x200mm

（１）構造検討の概要
既存建物新築当時の設計荷重との比較で、構造上の危険性の増大が無いことが前提となるため、意匠・設備の改修

計画が無理のない内容であるかを、既存躯体のモデルを構築して確認しています。

また、2 階スラブの一部を撤去することで、新たな吹抜けを設置する計画となっているため、既存躯体の構造性能

に問題がないことを確認しています。新設の吹抜け階段と外壁ルーバーは、既存建物への支持方法に制限あるため

確認検査機関との協議を行いながら、実現性の検討を行います。

（２）構造検討の流れ
①　既存設計図書の読込み

②　構造検討用モデルを構築

　　→原設計を概ね再現できていることを確認 …建物全体重量の照合

③　床・梁の部材余裕度を確認

　　→ 解析ソフトやモデル化方法の違いで NG が出る部材の解消

④　改修内容のモデル化

   　→ 改修後に関わる部分の部材検定比＜ 1.0 が条件【重量増に留意必要】

　　→ 全体の力の流れが大きく変わらないことの確認…偏心率・剛性率・剛床仮定など

2 階 吹抜け成立の検討モデル既存建物の構造モデル

モデルによる既存建物の主要な構造部材の数量確認
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８．設備計画
（１）空調設備計画の基本方針
・環境負荷低減

高効率機器の採用、最適な空調システムの採用により省エネルギー化を図ることで本施設全体のエネルギーの

効率化を目指します。

・設備機器の維持管理

維持管理コスト削減を実現するために、設備機器の維持管理が容易かつ使い勝手の良い設備システムを採用し

ます。

（２）省エネルギー計画
・全熱交換器の採用を行い、空調時の外気負荷の低減を行います。

・全熱交換器によるナイトパージを行い、外気温度が低い時期に、施設内に蓄積された熱溜まりを除去するた

め夜間の冷気を取り入れて、翌日の空調立ち上がり負荷を軽減します。

･ 全熱交換器によるＣＯ２制御を行い、利用人数による適切な外気導入量を取り入れることで外気負荷の低減

を行います。

（３）設備計画の概要
①　空調設備の概要

・建物の使い勝手と維持管理の容易さを考慮し、個別分散の空調システム（空気熱源マルチタイプヒート

ポンプパッケージエアコン）の採用を行います。

・室内機は天井カセット型を採用します。

・マルチタイプの室外機は３階機械置場に設置します。

・集中リモコンを１階事務室に設置して空調機の一括管理を行います。

・読書スペースで外壁ガラス面に接する部分は、結露及びコールドドラフト対策としてペリメータヒーターを

設置します。

・電力ピーク時は集中リモコンが受変電設備からのデマンド警報を受信し、空調システムのデマンド制御を行

います。

②　換気設備の概要

・換気設備は、室内用途、使用時間、室内で発生する熱や臭気の除去など室内の環境を維持する目的で適切なゾー

ニング及び方式にて換気を行います。

・一般居室の換気は全熱交換器を設置し、室内の空気と外気の熱交換を行うことで省エネルギーを図ります。

・加湿は全熱交換器に内蔵した加湿器にて、冬期の相対湿度４０％を確保します。

・集中リモコンを１階事務室に設置して全熱交換器の一括管理を行います。

・換気計算書及び加湿計算書を添付します。

③　自動制御設備の概要

・空調機、全熱交換器は単独で１階事務室に集中管理リモコンを設置し、動作管理を行います。

・既設継続利用の受水タンクの満水・減水警報及び加圧給水ポンプの一括警報は、電気設備の警報盤への　　　

発報を計画します。

1 階空調機器プロット図

２階空調機器プロット図



11築上町図書館整備事業　基本設計書　概要版　／　隈研吾建築都市設計事務所

サービスカウンター

本の森

特設展示

くすくすカフェ

通路・様々な椅子やソファ

通路・様々な椅子やソファ

作業員詰所

授乳室

飲食エリア

こども検索機

読聞かせ室 新刊・雑誌・地域情報

こどもサービスカウンタースポンジプール滑り台

階段本棚

本のトンネルハンモック吊橋

子育て

趣味

多目的トイレ

ブックポスト

情報掲示板

給湯器

ベビーベッド

給湯スペース

自販機

自販機
親子トイレ
男性

掃除道具

親子トイレ
女性

大階段

サービスカウンター

集会・視聴覚室②

ボランティア活動
交流ルーム

学習室

学習室
サイレントエリア

絵画

事務所
集会・視聴覚室①

新聞観覧コーナー

一般開架書架

一般開架書架

絵画

談話エリア

冷蔵庫

更衣室

更衣室

休憩室

掃除道具

メディア

多目的トイレ

親子トイレ
男性 親子トイレ

女性

高書架

低書架

低書架

低書架

高書架

高書架

本の森

９．蔵書計画

開架書架選定案　高書架：B5=5 段（H1,691）　低書架：B5=3 段（H1,141）

１階　子育て・趣味　　高書架：13 連× 5段× 35 冊（一般／棚）= 2,275 冊

　　　　　　　　　　　低書架：36 連× 3段× 35 冊（一般／棚）= 3,780 冊

　　　新刊・雑誌　　　低書架：14 連× 3段× 35 冊（一般／棚）= 1,470 冊

　　　絵本・児童書　　本の森：2段、場所によって 3～ 5段で児童書（45 冊／棚）

　　　　　　　　　　　　　　　3段で児童書（45 冊／棚）　　 約 20,000 冊を想定

　　　　　　　　　　　※本の森については今後の詳細設計により想定の冊数が変わる可能性あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　1階合計：27,525 冊

２階　一般開架書架　　高書架：97 連× 5段× 45 冊（一般・文庫／棚）= 21,825 冊

　　　　　　　　　　　低書架：84 連× 3段× 45 冊（一般・文庫／棚）= 11,340 冊　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 階合計：33,165 冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              開架書架合計：60,690 冊

３階　閉架書架　　　　高書架：148 連× 7段× 45 冊（一般・文庫／棚）= 46,620 冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              閉架書架合計：46,620 冊

                                                                             合　計：107,310 冊

１階

２階

（１）目標蔵書数について
築上町の図書館基本構想・基本計画において、今回の改修建物での蔵書数として、蔵書数 105,000 冊、開架

冊数 77,000 冊が目標値と記載されている。

この目標値に近い蔵書数を確保するために、書架の数量と棚数を検討した。

（２）想定蔵書数について
基本設計におけるプランにて設置可能な書架計画より、想定の蔵書数を算出し、おおよそ図書館基本構想にお

ける目標蔵書数に近い数値となることを確認した。

2 階の開架書架については、フロアの見通し、書架サインの視認性を考慮して、中央通路側の書架については

3 段の低書架、南北開口側については 5 段の高書架とすることで、圧迫感のない開架書架スペースとなるよう

に配慮している。


